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皇
大
子
殿
下
、
阜
一
大
子
妃
殿
下
は
ご
来
県
二
日
た
れ
い
ろ
い
ろ
ご
質
問
が
あ
り
、
予
定
時
聞
の

自
の
叩
月
日
日
お
揃
い
で
当
市
へ
お
い
で
に
な
り
ニ

O
分
を
こ
え
た
ご
熱
心
き
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
し
た
。

つ
い
で
埋
没
林
館
へ
向
か
わ
れ
、
清
河
助
役

こ
の
目
、
市
民
が
お
ま
ち
し
て
い
る
う
ち
、
午

山
本
教
育
長
の
案
内
で
約

一
0
分
間
館
内
を
ご

前
川
時
叩
分
過
ぎ
魚
津
駅
に
お
着
き
に
な
り
、
魚
ら
ん
に
な
り
ま
し
た
が
雄
大
な
樹
根
に
ご
感
心

津
駅
で
は
高
令
者
や
小
学
生
な
ど

の
奉
迎
を
受
け

の
ご
ょ
う
す
で
し
た
。

ら
れ
た
あ
と
水
族
館
.へ
お
成
り
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
再
び
防
火
建
築
帯
を
ご
ら
ん
に
な

両
殿
下
は
館
内
の
円
池
で
市
長
か
ら
水
族
館
の
り
な
が
ら
沿
道
で
お
迎
え
す
る
市
民
に
手
を
ふ

概
要
に
つ
い
て
お
話
し
を
お
き
り
き
に
な
っ
た
あ
と
っ
て
お
こ
た
え
に
な
り
、
紅
葉
し
は
じ
め
た
黒

坂
下
技
術
員
の
説
明
で
館
内
の
水
槽
を
ご
ら
ん
に
部
峡
谷
へ
向
か
わ
れ
ま
し
た
。

な
り
ま
し
た
d

皇
大
子
さ
ま
は
日
本
海
で
と
れ
る

魚
類
に
大
変
ご
関
心
が
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
ま
た
二
階
の
標
本
室
で
は
標

本
を
手
に
と
っ
て
ご
ら
ん
に
な
っ
た

り
、
人
工
海
水
で
飼
育
さ
れ
た
小
動

物
、
と
く
に
日
本
海
で
も
珍
ら
し
い

キ
ハ

ッ
ソ
ク

の
幼
魚
に
と
興
味
を
も

津一…
(昭和幻年9月13目)
第3種郵便物認可/

写直上i:i=魚津。l訳では老令者がお迎え

上在=埋没朴;の樹恨をEらんになる両殿下

下訂=水族穏をお出になる両殿下

下左=舘内の円J也で説明をおききの両殿下

片
見
お
よ
び
経
団
連
絡
所

マ
登
録
変
更
の
手
続

米
穀
版
売
業
者
の
登
録
先
を
変
更

希
望
さ
れ
る
方
は
購
入
通
帳
お
よ
び

印
鑑
を
も
っ
て
登
録
変
更
周
出
用
紙

に
記
入
の
土
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

年
賀
は
が
き
の
発
売

来
年
正
月
用
の
お
年
玉
っ
き
郵
便
葉

書
が
け
月
日
日
か
ら
売
り
出
さ
れ
ま

す
。
そ
の
種
類
は
寄
付
金
っ
き
五
円
葉

書
、
寄
付
金
の
つ
か
な
い
四
円
葉
書
の

二
種
類
で
、
一
円
の
寄
付
金
は
、
社
会

福
祉
事
業
団
体
、
風
水
害
等
の
被
災
者

の
救
助
を
行
う
地
方
公
共
団
体
、
が

ん
、
結
該
、
小
児
ま
ひ
等
の
研
究
治
療

を
行
う
団
体
お
よ
び
原
爆
被
爆
者
治

療
、
援
助
を
行
な
う
団
体
を
対
象
と
し

て
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

年
賀
は
が
き
は
例
年
売
れ
行
き
が
よ

い
の
で
、
平
目
に
市
内
各
郵
便
局
窓
口

ま
た
は
郵
使
切
手
売
さ
ば
き
所
で
お
買

求
め
く
だ
さ
い
。

。
転
居
届
に
つ
い
て

転
居
さ
れ
た
方
は
、
必
ら
ず
郵
便
局

へ
届
け
て
く
だ
さ
い

。
表
札
の
掲
示
に

つ
い
て

郵
便
物
配
達
の
正
確
と
迅
速
を
は
か

る
た
め
必
ら
ず
表
札
を
掲
げ
て
く
だ

さ

い

。

(

魚

津

郵

便

局

〉

簡
易
保
険
加
入
者
が

利
用
で
き
る
指
定
旅
舘

最
近
の
観
光
プ

l

ム
に
の
っ
て
旅
行

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
郵
便

局
で
は
簡
易
保
険
加
入
者
の
か
た
が
た

に
二
割
な
い
し
三
割
引
の
安
い
料
金
で

安
心
し
て
楽
し
い
旅
行
が
で
き
る
よ
う

に
全
国
の
温
泉
地
や
観
光
地
に
簡
易
保

険
指
定
の
旅
館
を
つ
く
っ
て
ご
利
用
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
指
定
旅
館
は
全
国
で
三

O
館
あ

り
、
北
陸
三
県
で
は
一
三
館
あ
り
ま

す
。
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
便

局
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

(
魚
津
郵
便
局
)

申
告
所
得
税
第
二
一
期
分
の

納
期
日
月
初
日
ま
で

い
よ
い
よ
第
二
期
分
の
納
期
限
が
近

づ
き
ま
し
た
が
、
納
税
準
備
を
し
て
い

た
だ
い
て
、
さ
き
に
皆
さ
ま
の
お
手
も

と
に
配
付
し
て
あ
り
ま
す
納
付
書
に
よ

り
納
期
限
の
け
月
初
日
と
い
わ
ず
早
固

に
完
納
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
農
業
所
得
者
の
方
に
は
、
昨
年

と
同
様
、
農
業
協
同
組
合
に
納
税
の
と

り
ま
と
め
を
お
願
い
し
て
あ
り
ま
す
か

ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。(
魚
津
税
務
署
〉

広
報
は

1
日
に
市
役
所
を
発
送
…
-

し
ま
し
た
。
で
き
る
だ
け
早
く
配
…

一

布
く
だ
さ
'
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す

…一
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多市

東立

記図

念書

館館

カミ

~ 
アじ

成

多

東

氏

憩
用
に
北
側
の

ベ
ラ
ン
ダ
が
利
用
で
き

ま
す
。
と
く
に
書
軍
は
、
鋼
製
単
柱
積
層
式

書
架
で
、
約
四

万
冊
の
収
書
が
可
能

で、

県
内
で
た
だ

一つ

と
い
う
り
う
ぱ

な
も
の
で
す
。

な
お
、

書
庫
の
一
部
、
胸
像
製
作
費

敷
地
買
収
、
路
地
費
約
四
五

O
万
円
は

市
費
で
支
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
図
書
館
は
、
昭
和
お
年

8
月
欣

多
東
氏
か
ら
寄
付
の
申
出
が
あ
り
、
沖

田
割
に
約
一
六
五

0
平
方
メ

ー
ト
ル
の

土
地
を
買
収
し、

早

速
工
事
に
と
り
か
か

っ
た
も
の
で
、
品
ザ東

清
吉
氏
は
去
る

8
月

お
目
、
待
望
の
完
成

千

を
見
ず
に
逝
去
さ
れ

ま
し
た
の
は
ま
こ
と

に
心
残
り
な
こ
と
で

し
た
。
な
お
、
田
方
町
の

'

旧
館
は
明
治
お
年
1

月
「
魚
津
文
庫
」
と

し
て
開
館
以
来
、
人

i放

津魚昭和36年 11月1日発行

図 書館 を

利用される方へ……

(第182号〉

。
本
の
さ
が
し
か
た

二
階
の
読
書官一
に
は

よ
く
利
用
さ
れ
る
本

(
小
説
、
随
筆
な
ど
)

が
出
し
て
あ
り
ま
ず

か
ら
自
由
に
読
み
た

い
本
を
選
ぶ
こ

と
が

で
き
ま
す
。
書
庫
の

本
は
カ
l

ド
目
録
で

さ
が
す
か
係
員
に
柑

談
し
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。
参
考
室
の
係

員
は
、
旅
行
相
談
な

ど
を
は
じ
め
極
々

の

ご
質
問
に
も
応
じ
ま

す
か
ら
ご
遠
慮
な
く

ご
相
談
く
だ
さ
い
3

0
読
書
室

(
二
階
)

一
般
読
書
室
、

学
生

の
万回、、

(._ 

生
徒
室
が
あ
り
ま
す
。

一
般
、

学
生

の
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

。
新
聞
、
雑
誌
は

玄
関
を
は
い
っ
て
す
ぐ
の
ホ
ー
か
と

二
階
の
読
書
室
の
手
前
の
休
憩
コ
ー

ナ
ー
で
自
由
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

。
児
童
室
ハ
小
学
生
H

一
階
)

美
し
い
へ
や
に
勉
強
の
本
と
面
白
い

読
物
を
一一
、

0
0
0冊
備
え
て
あ
り

ま
す
。

。
開
館
時
間
お
よ
び
休
日

開
館
時
間
は
午
前
9
時
時
半
か
ら
午

後
6
時
ま
で
で
、
休
日
は
従
来
ど
お

り
で
す
。
た
だ
し
、
児
童
室
は
普
通

午
後

1
時
か
ら
5
時
ま
で
、
日
曜
日

は
午
前
川
時
か
ら
午
後

4
時
ま
で
開

き
ま
す
。

厚

志

で

聞
の
本
卦
還
り
と
お
ん
な
じ
六

一
年
間
み
な
さ
ま
か
ら
愛
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
移
転
後
、
新
館

は
魚
種
市
立
図
書
館
多
東
記
念

9

館
L

と
改
称
さ
れ
ま
す
。

目

新
図
書
館
は
館
内
各
室
の
各

且

種
資
料
の
務
理
が
終
り
し
だ
い

一

開
館
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

吋

す
が
、
近
代
的
な
り

っ
ぱ
な
こ

の
図
書
館
を
私
た
ち
市
民
の
誇

り
と
し
て
、
い
つ
ま
で
も
充
分

に
活
用
し
充
実
さ
せ
て
い
き
た

県
庁
移
動
相
談
室

げ

日

西

布

施

小

で

県
庁
の
相
談
室
は
、
県
民
皆
さ
ん

へ

の
サ

ー
ビ
ス
機
関
と
し
て
、
県
政
に
対

す
る
陳
情
や
要
望
、
苦
情
や
相
談
な
ど

の
処
理
に
当
っ
て
お
り
ま
す
が
、

県
庁

か
ら
遠
く
離
れ
た
地
方
の
方
々
に
は
、

相
談
室
を
訪
れ
る
こ
と
が
時
間
的
に
も

経
済
的
に
も
負
担
が
大
き
い
の
で
、
こ

の
た
び
農
閑
期
を
利
用
し
て
、
農
村
地

帯
へ
出
向
い
て
、
秋
の
移
動
相
談
室
を

開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
市
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
か

ら
気
軽
る
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時

日

月

行

日

ハ
金
)

午
後

1
時
か
ら

4
時
ま
で

西
布
施
小
学
校

場
所

い
も
の
で
す
。
そ
れ
が
寄
贈
者
多
東
清

吉
さ
ん
の
ご
遺
志
に
そ
う
こ
と
で
も
あ

り
ま
し
ょ
う
。

写
真
上

u
故
多
京
清
吉
翁
胸
像

中
知
完
成
し
た
近
代
的
な
図
書
館

下
右

Hr県
下
一
を
誇
る
積
層
式
書
架

下
左
日
児
童
閲
覧
室

森
椋
火
災
国
営
保
険
法
が
本
年
度
か

く
、
被
害
は
九
万
石
、
被
骨
額
は
二
億

ら
改
正
さ
れ
、

雪
害
、
風
害
、
水
害

等

円

に

の
ぼ
っ
て

い
ま
す
。

の
気
象
災
害
も
保
険
に
含
め
て
施
行
さ
こ
の
よ
う
な
被
害
は
、
資
金
回
収
に

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

長
期
間
を
要
す
る
林
業
で
す
の
で
、
経

木
県
に
お
い
て
は
気
象
的
に
森
休
火

消
的
に
は
も
ち
ろ
ん
精
神
的
に
も
、
深

災
が
少
な
く
、
従
っ
て
保
険
加
入
も
幼
刻
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
災
害

令
林

の

み

培

生
の
不

で

あ

り

、

雪

害

、

水

害

、

風

害

に

も

定
時
性
か

壮
令
林
は

森

林

火

災

保

険

法

が

適

用

ら
考
え
て

金
融
担
保

ィ

1

1

1

j

森
林
所
有

と
な
っ
て
い

る

一
部
の
も
の
に
過
ぎ
ま

者
に
は
で
き
る
だ
け
早
く
保
険
に
加
入

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
と
し
の
冬

さ
れ
る
こ

と
が
得

策
と

考
え
ら
れ
ま

は
異
状
降
雪
に
よ
っ
て
ポ
カ
杉
地
帯
を

す
。

中
心
と
し
た
壮
令
林
の
被
害
が
約
五
万

保

険

に

う

い
て

の
申
込
み
ゃ
く
わ
し

石
、
被
害
額
は
七
千
五
百
万
円
に
も
達

い
こ
と
は
市
役
所
農
林
課
林
務
係
ま
た

し
、
ま
た
第
二
室
戸
台
風
で
も
ボ
カ
杉
は
魚
津
市
森
林
組
合
に
お
問
合
せ
く
だ

地
帯
を
中
心
に
レ
ず
れ
も
壮
令
林
が
多

さ
い
。

t
t
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、fe
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農

林

産

物

品

評

会

9
日

か

ら

農

業

セ

農
林
産
物
の
増
産
と
品
質
の
改
善
向

上
に
資
す
る
た
め
、
第
十
回
農
林
産
物

の
品
評
会
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す

多
く
の
方
の
出
品
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
日
時日
月

9
日
午
前

9
時

l
午
後

5
時

什
月
川
日
午
前

9
時
j
午
後

3
時

出
品
物
の
引
渡
し
は
午
後

3
時
か

ら

4
時
ま
で

マ
会
場
農
業
セ
ン
タ

ー

マ
出
品
資
格

魚
津
市
に
在
住
の
法
林
産
物
の
生
産

ま
た
は
加
工
す
る
山
訳
家
お
よ
び
浪
曲一布

団
体

マ
出
品
物
の
種
類
お
よ
び
数
量

穀
類
一
リ
ッ
ト
ル
、
白
菜
三
個
、
大

根
五
本
、
ホ
l

レ
ン
草
三
把
、

玉
ね

ぎ
十
個
、
長
い
も
三
木
、
人
参
、
ご

ぼ
う
、
旦
い
も
、
か
ん
し
ょ
、

ば
れ

い
し
ょ
等
四
キ
ロ
グ
ラ

ム
、
り
ん
ご

な
し
、
か
き
等
果
実
類
五
個
、
木
炭

道
路
を
可
愛
い
が
り
ま
し
ょ
う

愛

護

週

間

6
日

か

ら

日
月

6
日
か
ら
ロ
日
ま
で
県
下
一
斉

に
道
路
愛
護
運
動
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
鉄
道
の
輸
送
能
力

は
こ
れ
以
上
急
速
に
伸
び
る
こ
と
は
到

底
望
む
こ
と
が
で
き
な
レ
現
状
で
あ
り

道
路
は
、
産
業
経
済
の
発
展
と
文
化
の

交
流
を
は
か
る
基
織
と
し
て
誠
に
重
要

な
使
命
を
帯
び
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

と
に
こ
こ
数
年
、
時
代
の
要
求
と
と
も

に
自
動
車
交
通
の
発
達
は
も

っ
と
も
激

し
く
道
路
の
改
良
控
備
を
は
る
か
に
し

の
ぎ
、
つ

い
て
い
け
な
い
よ
う
な
現
状

で
す
。

日
常
使
用
し
て
い
る
道
路
は
、
私
た

ち
の
手
で
可
愛
が
っ
て
や
ら
ね
ば
道
路

は
荒
れ
果
て
て
し
ま
い
ま
す
。
と
く
に

こ
の
週
間
は
美
化
清
掃
に
ご
尽
力
と
ご

協
力
を
く
だ
さ
れ
、
道
路
愛
を
ま
す
ま

す
深
め
ら
れ
る
ま
う
お
願
い
し
ま
す
。

H

県
民
の
手
帳
を
ど
う
ぞ
H

|
|
申
込
み
は
同
日
ま
で

l
l

一
O
O万
県
民
が
そ
の
日
常
生
活
を

記
録
し
、
あ
わ
せ
て
生
活
の
合
理
化
と

向
上
を
は
か
る
目
的
を
も
っ
て
県
民
の

み
な
さ
ん
の
利
用
に
便
利
で
実
用
的
な

ン

タ
ー
で

市
内
村
木
、
故
多
東
清
吉
民
よ
り
寄

付
の
あ
っ
た
図
書
館
は、

去
年
8
月
末

か
ら
下
村
木
地
内

(
産
業
会
館
横
〉
に

建
設
中
で
し
た
が
、

工
事
が

お
わ
り
、

去
る
は
目
、

竣
功
式
と
故
多
東
翁
胸
像

除
幕
の
儀
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
多
東
文
子
さ
ん
、
多
東
千

代
吉
氏
夫
妻
な
ら
び
に
県
知
事
代
理
、

県
議
会
議
長
代
理
、
市
長
ら
約
三
百
人

が
出
席
し
て
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。
胸
像

除
幕
の
儀
は
北
条
明
子
さ
ん
の
手
で
幕

が
と
り
の
ぞ
か
れ
ま
し
た
。

新
図
書
館
の
概
要
は
、

鉄
筋
コ
ン

ク

リ
ー
ト

二
階
建

ハ
書
庫
は
三
層
)
の

ベ

七
五
一
平
方
メ
ー

ト

ル
、
総
工
費
約

二、

0
0
0
万
円
で
建
て
ら
れ
、
一
階

は
応
接
室
を
か
ね
た
多
東
記
念
室
、
画

廊
を
か
ね
た
ホ
ー
ル
、
定
席
四
ニ
の
児

童
室
、
映
画
や

テ
レ
ビ

-

V

コ
1
ド
コ

ン
サ

ー
ト
等
の
観
賞
用
や
集
会
に
使
え

る
視
聴
覚
室
、
同
資
料
室
、

事
務
室
、

宿
直
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

二
階
は
、
専
門
職
員
を
配
置
し
て
各

種
の
問
合
せ
に
応
ず
る
参
考
室
、
成
人

学
生
閲
覧
室
が
あ
り
、
屋
外
読
書
や
休

一
俵
、
卵
五
個
、
そ
の
ほ
か
は
昨
年

の
と
お
り

マ
賞
状
疫
与
式

什
月
日
日
午
後

1
時
か
ら
農
業
セ

ン

タ
ー
で
行
い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
地
区
農

協
ま
た
は
農
業
指
導
所
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

料
理
の
講
習
会

栄

養

食

を

中

心

に

食
生
活
改
善
の
工
夫
は
、
健
康
上
も

っ
と
も
必
要
で
す
。

と
く
に
動
物
性
蛋
白
質
や
ビ
タ
ミ
ン

緑
黄
野
菜
の
不
足
は
、
農
村
で

の
い
ち

じ
る
し
い
問
題
の
一
つ
で
す
。
ま
た
調

理
献
立
に
変
化
の
な
い
こ
と
も
こ
れ
ま

で
の
欠
陥
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
と

か
く
筋
肉
労
働
者
は
、
満
腹
感
だ
け
に

お
ち
い
り
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す

ご

九

六

二
年
版
県
民
手
帳
」
が
宮
山

県
で
発
行
さ
れ
ま
す
。

購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
什
月
日
日

ま
で
区
長
さ
ん
ま
た
は
市
役
所
総
務
課

へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
表
紙
H
上
質
ビ
ニ
ー
ル

鉛
筆
付

.
体
さ
い
H
ポ
ケ
ッ
ト
型

.
頒
価
H
七
O
円

・
内
容

H
U
年
七
隈
表
、
各
月
の
行
事

予
定
、
こ
よ
み
、用
語
一
旦
辞
典
、県
市

町
村
の
沿
革
、県
の
現
勢
、市
町
村
勢

要
覧
、
戸
籍
法
等
の
届
出
、

印
紙
税

一
覧
、
内
国
郵
便
料
金
表
、
内
閣

一

覧
、
中
央
主
要
官
庁
名
、

県
庁
機
構

地
方
官
公
庁
一
覧
、
議
員
名
覧
、
宮

山
県
の
行
政
区
画
と
観
光
図
、
住
所

録
等

保安林の伐採 最近、木材需要の増大にとも

ない国土保全危害予防を目的と
厳重に取締り して設置されている保安林で、
目的を無視した伐採が行なわれているようですが、

これは災害をまねくおそれがありますので、県でも

地区林業改良普及指導員により厳正な指導を行うこ

とになりました。

本年のように集中豪雨による大災害が再び起らな

いよう万全の対策を講ずるとともに、 ~!t~許可で伐採
するなどの違反行為に対しては厳重に取締ることに

なりましたから充分留意されるようお願し、します。

が、

栄
養
は
片
寄
ら
な
い
よ
う
に
ま
ん

べ
ん
に
と
る
こ
と
が
た
い
せ

つ
で
す。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
日
常
使
用
す

る
料
理
を
中
心
と
し
て
料
理
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
か
ら
、
受
講
を
希
望
さ
れ

る
方
は
農
協
を
通
じ
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

。
日
時
と
科
目

マ
什
月
引
日
(
火
〉

午
前
川
時
か
ら

「
卵
と
牛
乳
を
使
っ

た
料
理
」

マ
辺
日

(
水
)
午
前
川
時
か
ら

「肉
と
野
菜
を
使
っ
た
料
理
」

午
後

1
時
半
か
ら
は

「
農
村
に
ふ
さ

わ
し
い
栄
養
の
知
識
に
つ
い
て
」
講

義
を
行
い
ま
す
。

。
人

員

二

十

名

の
予
定

。
場
所

農
業
セ
ン
タ

ー
生
活
改
善
室

母
子
寮
の
利
用
状
況

市
内
に
は
三
ケ
所
の
母
子
寮
が
あ
り

ま
す
。
母
子
寮
は
住
居
に
恵
ま
れ
な
い

母
子
の
福
祉
と
自
立
更
生
の
た
め
の
施

設
で
す
が
、
現
在
は
四
二
世
帯
(
約

一

三
O
人
)
が
入
寮
し
て
お
り
ま
す
。
入

寮
者
は
お
互
レ
に
助
け
あ
っ
て
楽
し
く

明
る
く
生
活
し
、
子
供
の
育
成
と
自
分

た
ち
の
生
活
の
向
上
を
め
ざ
し
て
は
げ

ん
で
お
り
ま
す
。

…国
一保
…だ
一よ
…り
一

国
民
健
康
保
険
税
は

納
ま
り
ま
し
た
か

国
民
健
康
保
険
事
業
を
円
滑
に
進
め

る
に
は
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
方
の
保
険

税
の
納
入
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
三
期
の
保
険
税
の
納
期
(
叩
月
中
〉

も
終
り
ま
し
た
が
、
未
納
の
方
は
早
く

納
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
ロ
月
中
で
保
険
税
の
収
納
成
績

が
悪
い
と
国
か
ら
出
る
保
険
税
調
整
交

付
金
が
減
少
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

保
険
税
は
必
ら
ず
期
限
内
に
納
め
て

こ
の
事
業
の
円
滑
な
運
営
を
は
か
り
ま

し
ょ
う
3寄

付

五、

0
0
0円
本

新

寺

崎

文
一

(
父
初
五
郎
死
去
に
よ
る
香
志
)

五
、

0
0
0
円

相

ノ

木

川
島
清
松

〈
父
弥
作
の
遺
志
に
よ
る
香
志
)

五

O
O
円
一
グ
ル
ー
プ
よ
り

(
恵
ま
れ
な
い
子
供
に
対
す
る
授
護
金
)

三

O
O円
村

木

林

清

ニ

い
ず
れ
も
社
会
福
祉
援
護
金
と
し
て

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

台
風
被
災
地
見
舞
金
品

四、

0
0
0円
村

木

海

原
芳
次
郎

衣

類

一

ヶ

田

方

町

島

田

斉

衣

類

一

ケ

村

木

泉

久
吉

衣

類

一

ケ

匿

名

施
設
別
の
現
況
は
左
表
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ー
入
寮
希
望
者
は
申
込
み
を

l

な
お
本
江
母
子
寮
、
経
出
母
子
寮
は

い
ま
の
と

こ
ろ
余
裕
が
あ
り
ま
す
か
ら

母
子
世
帯
で
入
寮
を
希
望
さ
れ
る
方
は

地
区
の
民
生
委
員

に
相
談
な
さ
る
な

り
、
あ
る
い
は
直
接
市
社
会
福
祉
事
務

所
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

(
写
真
は
本
江
母
子
寮
)

現況

経団母子寮I20 
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